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この小論は、音中トンネル新設工事調査団から提供された資料にもとづき、その後の坑夫組合員等へのヒアリングをふまえ、「労働組合の課題」を整理したものです。今後、全国の調査活動およびその結果にもとづく関係機関への働きかけを想定し、いくつかの「そもそも」についても検討しています。なお、不正確な事実認識についてご指摘いただければ幸いです。


音中トンネルの概要と調査活動
[image: ]

1． 音中（おとなか）トンネルは、一般国道40号線[footnoteRef:1]の音 [1:  道北地方の旭川←→稚内間
] 

威子府（おといねっぷ）バイパス事業の新設工事中のトンネルであり、全長4,686ｍで計画されています。8月6日現在、起点側（音威子府村）1,400ｍ、終点側（中川町）922ｍまで掘り進んでいます[footnoteRef:2]。工事は北海道開発局が発注し、元請は「清水・伊藤・岩倉」の共同企業体（以下、ＪＶと略）が特定工事[footnoteRef:3]として受注し、工期[footnoteRef:4]は2012年7月25日から2015年12月15日までの3年6ヵ月です。契約金額は税込で55億3350万円[footnoteRef:5]です。 [2:  トンネル工事は、一般的には起点・終点の両側から掘られます。通例では受注ゼンコンが別々になりますが「音中トンネル」は両側とも清水建設がＪＶ筆頭でした。清水の「力」なのか、理由は問うていません。
]  [3:  土木では3000万円以上の下請契約を行う特定建設業の工事です。
]  [4:  工期は地質等の条件によって異なります。坑夫の経験則では、「1年に１キロメートル」と言われます。なお、 NATM工法では施工速度が「0.37/h」とされ、作業人員はピーク時で50～70人とされています。昭和40年代の矢板工法では「0.35m/h」「100～200人」でした。（「トンネル工法の〝なぜ〟を科学する」）
]  [5:  3回設計変更が行われ、契約額が引き上げられています。後述。北海道開発局道路建設課。] 


2． 調査は、日本共産党・紙智子参議院議員の国政
調査（「しんぶん赤旗」2014．8．9報道）によるもので、秘書3名と同党の労働者後援会員として森国教代表委員（建交労道本部委員長）と緒方徹治氏（建交労全国労災部会長）など総勢10名で実施されました。これは、ＪＶ筆頭の清水建設が、建交労の現場調査に対し、トンネルじん肺裁判で「係争中」を理由に頑迷に拒否した経緯によります。

３．　調査は、8月7日、午後1時過ぎから行われ、発注者の北海道開発局、旭川開発建設部・士別道路事務所の桑島正樹所長から工事概要の説明を受けました。調査団はその後、終点側に入坑して削孔作業終了後の装填作業を視察し、いったん坑外に出て、発破後に再度入坑し、ずり出し作業からコンクリートの１次吹き付けまで、約4時間にわたり、ほぼ1クールの作業工程を視察しました。
ＪＶ側は、主に清水建設の現場代人や下請佐々木建設の社長が説明にあたり、坑夫の話を聞くことはできませんでしたが、「アンケート」を配布し、協力を求めました。
坑内はきれいに掃除され、路盤は水で湿り、ずり出しのダンプが往来しても粉じんは舞い上がらない状態でした。真新しいブルーシートで覆われたものが各所に置かれていました。なお、配管の裏側や金網には粉じんが残っていました。
坑夫の組合員からは、一番、騒音のある削孔作業と粉じんが発生する2次吹付けを見ることができなかったことへの「不信」や、以前、この現場で働いていた組合員は「普段の状況とは違う」「粉じんを押さえる努力をしている」と感想が述べられました。

提出された資料と説明文書

ＪＶからは、以下の資料が調査団に提供されました。
１．音中トンネルの地山概要図と待避所の位置写真－整理番号１
２．施工体系図　（清水・伊藤・岩倉特定工事共同企業体　H26.7．28現在）－整理番号2
3．換気効果確認のための測定実施記録（終点側）－整理番号3
①掘削作業分、②吹付作業分、③ロックボルト作業分
4．トンネル坑夫の労働契約書（2013．9.21～2015．12.15）－整理番号4
5．時間外労働（「36協定」）の協定届－整理番号5
6．「出来高給」と坑夫の賃金－2014年7月分の賃金支払い報告書－整理番号6
説明文書、補足の給与明細書 
（小論では、整理番号２、4、5と6の一部を論述との関係で紹介しています）

「施工体系図」により工事の施工体制が把握できる

1． 「施工体系図」は元請が作成する施工体制台帳にもとづき、各下請の施工分担関係が一目で
わかるようにした図です。これには、①建設業者の名称、②工事の内容、③工期、④主任技術者の氏名が記入されており、工事の期間中、現場の見やすい場所に掲示[footnoteRef:6]することになっています。なお、下請関係が変われば速やかな変更と表示が求められ、元請は「施工体系台帳・図」を工事完成後も5年間保存しなければならないとされています。〔表1〕はイメージし易いように施工体系図から①と②を取り出した略図です。 [6:  建設業法第24の7第4項および「入札契約適正化法」第13条第3項
] 

　なお、この施工体系図には起点・終点の両方の下請が記載されています。
	〔表１〕　音中トンネル工事の下請、孫請による施工分担関係

	施工業者
	1次業者
	2次業者

	清水・伊藤・岩倉ＪＶ
	仮設電気設備工事
協和電工（株）
	

	終点側
（中川町）

	トンネル掘削工
山崎建設（株）
	インバート工
埼濱工業

	
	トンネルズリ運搬工
苫重建設（株）
	ズリ運搬工
（有）永和工業

	
	
	ズリ運搬工
富士工業（株）

	
	
	ズリ運搬工・積込
苫小牧重車両運輸

	
	
	ズリ積込
（有）重建クリエート

	
	
	ズリ運搬工
明和工業（株）

	起点側
（音威子府村）

	計測・測量・調査
（株）エーティック
	

	
	防水シート張り工
（株）ビューエヌアイ
	防水シート張り工
（有）タカフジ化成

	
	掘削工・インバート・覆工
佐々木建設（株）
	インバート工・覆工
埼濱工業

	
	坑内電気工事
協和電工（株）
	

	
	機械整備工
（有）ムラカミ整備工業
	

	
	先進ボーリング調査
地図コンサルタント
	先進ボーリング調査
（株）国土調査技研

	
	
	孔内速度検掃
（有）タカイ地盤計測

	
	
	孔内速度検掃
（株）日本地下探査

	
	
	変状区間地質調査
（有）シー・エー・シー

	
	警備業務
（株）名翔警備保障
	




2. 提出された「施工体系図」には安全衛生関係の体制等も記載されていますが、「施工体系図」と「労働安全等他の目的で作成される図面」は両方を兼ねてもよく、そのため名称が「作業所災害防止協議会兼施工体系図」となっています。

3． 建設業法[footnoteRef:7]は元請に対し、下請への指導を義務付けています。その内容は、①下請の保護、②災害の防止、③労働者の保護及び安全の確保です。③は労働安全衛生法第98条第1項の「危険・健康障害の防止」にもとづく指導です。 [7:  第24条の6
] 


4. 「施工体系図」からは、元請と専門工事業の下請（施工体系図は１次業者と称している）との間、さらに孫請（同、２次業者）との間の契約金額等は明らかになりません。金額がわかるのは、「施工体制台帳」です。
　「施工体制台帳」は元請が作成し、発注者に提出することが義務付けられています。すなわち、2001年10月1日以降の契約締結工事は「すべての下請負契約について請負代金額を施工体系台帳に明記する」[footnoteRef:8]ことになりました。 [8:  国交省令第７６号、2001．3．30
] 

このことは元請から報告される添付書類により、元・下請契約の「適切さ」について発注者が再下請を含めて認識できることを意味します。現状では下請が「自由に閲覧」できるのか、あるいは「施工体系台帳」にもとづく「指導」など、未解明であり、今後の課題です。　

トンネル工事の施工手順とNATMについて

今回、調査結果を検討するうえで用語に代表されるトンネル工事の特殊性の理解があらためて重要だと痛感しました。坑夫仲間に補ってもらいながら、〔表2〕に施工手順およびNATM(ナトㇺ)を整理しました。なお、「トンネル工法の〝なぜ〟を科学する」[footnoteRef:9]が参考になりました。 [9:  アーク出版、2014.1、大成建設「トンネル」研究プロジェクトチーム（定価1,800円）
] 

	〔表2〕　トンネル工事の手順

	トンネル工事の工法は４つです[footnoteRef:10]。ここでは現在の中心となっている「山岳工法」の発破による掘削の施工手順を紹介しています。 [10: ①山岳工法は岩盤など固い地盤にトンネルを掘る際に採用される工法で主に山岳部で使われる。大きく「発破掘削」と「機械掘削」に大別される。
　②シールド工法は、軟弱な地盤を掘る際に採用される。シールドマシンを掘進させ、覆工を組み立てて地山を保持し、トンネルを構築する方法。周囲にあまり影響をあたえないので都市部が主流である。
　③沈埋工法は、地上から比較的浅いところに構造物を作るのに適している。
　④開削工法は施工例は少ない。水辺にトンネルを設置する際に採用されている。ドックであらかじめ函を作り、船
で曳航し、設置場所に次々と沈めながらトンネルにする。（注9に同じ）] 


	手順フロチャート
	内容など

	1 事前調査
↓
	事前調査は一般に発注者が行う。地質調査結果を踏まえて詳細設計が行われ、図面が出来上がってから施工業者に発注されます。

	2 発破掘削
↓
	発破はドリルジャンボ（写真）という削岩機で爆薬を装填するための窄孔（さっこう）をします。なお、ジャンボドリルとは、爆破用の爆薬を詰める孔やロックボルト用の孔の削孔効率をあげるため自走式台車上に複数の削岩機を搭載している削岩機のことです。


	3 窄孔
↓
	

	4 装填
↓
	

	5 発破
↓
	発破は岩盤に爆薬を装填するための孔をあけ、爆薬を装填して岩盤を破砕することです。爆破ともいわれます。

	6 ずり出し
↓
	発破のあとは「ずり出し」が行われます。まず、「ずり」をホイルローダーやシャフローダーで取り出します。次に、これを10～30トンのダンプトラックかベルトコンベアで外に搬出します。なお、「ずり」とは掘削によって発生した土石や岩石の屑のことで坑外に運び出すことを「ずり出し」といいます。

	7 支保工
↓
	支保工とはトンネル周辺地山の安定を確保するための手段のことです。吹付けコンクリート、ロックボルト、鋼アーチ支保工などを組み合わせて使われます。「鋼（こう）アーチ支保」とは、トンネルに作用する地山荷重を地山と一体となって支持する支保材の一つでＨ型鋼を曲げ加工したものが主に用いられます。
支保工は時代により「木製支柱支持式支保工」（昭和30年代）→「鋼アーチ支保工」（昭和40年代）→「NATM工法」（昭和55年代～）と発展してきました。
なお、地山とは「自然のままの地盤」のことをいい、強度があります。

	8 コンクリート
↓　吹付け
	「ずり」を出した後は、1次吹付けコンクリートで支保を施します。もし、地山が安定しないようなら、鋼アーチ支保工や2次の吹付けコンクリートを行うことになります。

	9 ロックボルト
↓
	最後にロックボルト（図）を打設して地山を安定させます。
なお、ロックボルトとは、トンネル掘削後、地山に放射上に孔をあけ、ボルトと定着剤（通常はモルタル）を挿入することにより、支保工として用いるボルトのことです。地山に対し、「吊り下げ」「はり形成」「補給」の効果があります。

	10 2次覆工
↓
	

	11 舗装
↓
	

	12 完成

	


[image: C:\Users\ryo-sato\Desktop\2014-10-02 ＮＡＴＭ\ＮＡＴＭ 001.jpg]NATM (New Austrian Tunnelling Method）はオーストリアで開発された山岳トンネル工法です。地山（じやま）自身が本来有している強度と支持力（対荷能力）を最大限生かしながら支保パターンを組み合わせて掘削します。近年の山岳工法ではＮＡＴＭの採用率がほぼ100％です。
手順フロチャートで見てきたように、まず発破や機械で切羽（トンネルの最先端近傍）を掘削し（②～⑤）、ずりを出した後に（⑥）、壁面にコンクリートを吹付け、地山が不良な場合にはさらにロックボルトという鋼材をトンネル壁面に放射状に打って、掘削面を安定させます。（⑨）最後に、コンクリートを打設して、トンネルを長期間安定・保持させます。　　　（「トンネル工法の〝なぜ〟を科学する」より）

以上がNATMにもとづくトンネル工事の一般的な手順です。
	〔表3〕ブレーカ掘削サイクルタイム

	①掘削・ずり出し
	１：30

	②１次吹付け
	0：30

	③支保工建込み
	0：30

	④2次吹付け
	1：00

	⑤ロックボルト
	1：00

	合計
	4:10（ママ）

	　　　


[image: C:\Users\ryo-sato\Desktop\トンネル資料\2014-10-02 ジャンボ写真\ジャンボ写真 001.jpg]１クール[footnoteRef:11]とは「掘削（ブレーカ）掘削サイクルタイム」のことです。音中トンネル工事は４時間１０分の作業内容が説明されました。なお掘削工法はNATM、掘削方式は機械掘削方式、掘削の対象岩質は「泥岩・蛇紋岩・玄武岩・頁岩・砂岩」でした。 [11:  １クールを「１基」と表現する坑夫もいます。] 


写真は、ドリルジャンボという削岩機です。（「トンネル工法の〝なぜ〟を科学する」より）
爆破用の爆薬を装填するための削孔（さっこう）やロックボルト用の孔の削孔効率を上げるために、自走式台車上に複数の削岩機を搭載しています。なお、坑夫は、ドリルジャンボは一つの工事でそうとう「イカレル」と話しています。
音中トンネル工事における粉じん測定結果

　ＪＶは今回、粉じん防止対策として掘削作業、吹付作業、ロックボルト作業の3ヵ所分の「換気効果確保のための測定実施記録」を提出してきました。唯一、「黒塗り」がないものでした。　
	〔表4〕　音中トンネル作業現場の粉じん濃度

	作成名
	粉じん濃度
	管理レベル
	目標レベル

	掘削
	0.85㎎/㎥
	3㎎/㎥以下
	2㎎/㎥以下

	吹付け
	2.32㎎/㎥
	3㎎/㎥以下
	2㎎/㎥以下

	ロックボルト
	0.15㎎/㎥
	3㎎/㎥以下
	2㎎/㎥以下


〔表4〕がその記録の中心内容です。いずれもJVの「管理レベル」を下回っています。
　この粉じん濃度の測定は、切羽から50メートル離れた地点で実施され、その目的は「換気効果の確認」です。したがって、じん肺防止のためには、作業を行っている坑夫の「口もと」の粉じん濃度[footnoteRef:12]が重要になります。別項、音中トンネルの「坑夫アンケート」では、「粉じんの測定はどれくらいが良いか」という「50メートル」「20メートル」の2択の質問に対し、50メート地が2／7人、20メートルが4／7人、「答えなし」が1人でした。 [12:  切羽での粉じん測定に対し、厚生労働省当局は「危険だ」と答え、坑夫の怒りを買った経緯があります。
] 

　なお、調査団に対し、フイルター型防じんマスクが用意されました。
トンネル坑夫は、全国を一つに「短期就労」を繰り返しています。したがってじん肺被害の防止のためにはその特殊性を踏まえ、現在は下請まかせになっている就労・健康管理について改革が必要です。すなわち、トンネル業界が「継続的かつ一元的に、粉じん暴露期間を把握する就労管理、検診等を把握する健康管理、じん肺教育の履修を把握する教育管理」を法制化によって徹底することです。　

労働契約書－賃金と時間に注目しながら

1． 提出された坑夫の労働契約書の写しは整理番号4です。〔表4〕は契約の各項について労
働基準法にもとづく明示規定[footnoteRef:13]と実際の契約内容を対比しながら、検討しています。この意味は労働契約書を「見る目を養う」ことにあり、今後を考えての準備です。やはり焦点は賃金と労働時間であり、労働組合活動の真髄だと思います。 [13:  明示義務内容は「詳細法学便覧 労働基準法改訂版」、評論社、昭和36年版によります。] 

	〔表4 〕　雇用契約における労働条件の明示義務と実際の雇用契約書の比較

	明示義務のある労働条件
（労働基準法第15条）
	坑夫の労働契約書－整理番号4 
〇印は明示あり
	留意事項

	雇用期間
	〇
	平成25年9月21日～平成27年12月15日
	契約期間の原則は「1年を超えない範囲で定める」ことですが、労働者にとって不利益または身分的拘束のおそれがない限りにおいて例外が認められています。
土木工事など工事が予定の完了期を持つこと、工事中断を避ける目的で工事完了期までを契約期間とすることができます。

	１．就業の場所及び従事すべき業務に関する事項
	
〇
	坑夫
別紙、作業内容○○
	従事すべき業務は「具体的且つ詳細に明示する」必要があります。（発其17号、昭和２２．9．13）

	２．休日
	〇
	原則として日曜日とする
	

	有給休暇
	
	記載なし
	

	3．始業及び終業の時間、休憩時間、休日、休暇並びに労働者を二組以上に分けて交替に就業させる場合における就業時間転換に関する事項
	○
	交代制の有無　有
昼勤の就業時間　黒塗り
夜勤の就業時間　黒塗り
休憩は、昼勤、夜勤とも60分とする
	

	4．賃金の決定、計算及び支払の方法、賃金の締切り及び支払の時期並びに昇給に関する事項
	〇
	①基本賃金－日給の場合××円（黒塗り）
給料は時間給で算出するが、現場状況に応じて××円～××円支払うことがある。これは、作業時間全体に対するもので、各種割増賃金も含んでいる。
②賃金の支払い方法－毎月、末日締めの支払い日は翌月27日
③割増手当－時間外２５％，休日35％，深夜２５％　しかし最大60％まで
	賃金は「当該労働者の賃金額を明示しないでも賃金の決定、計算及び支払の方法を明示すれば足りる」（基発523号、昭和23．3.31）
とされています。
請負給の基礎賃金計算は、「出来高払いその他の請負制によって定められた賃金については、その賃金算定期間（締切期間）において計算された賃金総額を当該賃金算定期間における労働時間数で除した金額です。（労規則19の17）
定額給と計算方法が異なります。

	昇給
	
	記載なし
	

	5．退職に関する事項
	〇
	自己都合退職は30日以上前に届け出ること
	

	6．退職手当その他の手当、賞与及び最低賃金額に関する事項
	〇
	退職手当の記載なし（建退共は有り）
賞与及び最低賃金額については記載なし
④乗込手当－新規乗込手当は金額が黒塗り
現場移動手当－会社の求めに応じ移動した場合は、時間応じ移動手当を支給する。
　ただし、両手当とも1ヵ月以内の自己都合により退職した場合は、支給しない
	使用者が定めない場合には明示を要しません。（労規則5本文但）つまり、退職金制度はなくても違法ではないということです。

	7．労働者に負担させるべき食費、作業用品その他に関する事項
	〇
	⑥労使協定にもとづく賃金支払い時の控除
・寝具使用料　1日60円
・食費　朝食400円
　　　 昼食650円
　　　 夜食650円
・社会保険料及び所得税その他従業員協定によるもの。
	

	8．安全及び衛生に関する事項
	
	記載事項なし
	

	9．災害補償及び業務外の疾病扶助に関する事項
	〇
	社会保険加入　有り
雇用保険加入　有り
建退共加入　　有り
	

	10．表彰及び制裁に関する事項
	
	記載事項なし
	

	11．休職に関する事項
	
	記載事項なし
	使用者が定めない場合には明示を要しない（労規則5本文但）

	１２．その他
	
	北海道内の現場は旅費を支給しない。但し、会社の要請による場合は、この限りではない。
北海道在住者が、道外の現場へ赴任する場合、新規赴任時、現場終了時、長期休暇時に公共の交通機関を使用した旅券を支給する。但し、3カ月以内に自己都合により退職をした場合は、復路の旅費は支給しない。
雇入れ時の健康診断受診料は、1ヵ月以内に自己都合により退職をした場合は、給料より控除する。
	帰郷旅費において「必要な旅費」とは、一切の費用、すなわち運賃、食費、宿泊費等とするのが通説です。現物支給で足りるのか、あるいは現金支給なのかは、解釈が分かれています。すなわち「交渉」によるのです。



	雇用契約の会社名
	
	
	雇用契約の事業主署名は1次業者の佐々木建設（株）です。業務は掘削、インバート、覆工です。施工体系図で見る限り、掘削工は終点・山崎建設（株）と起点・佐々木建設（株）の2社です。



2． 〔表4〕の対比表はひとまず見てもらうとして、一見して判るのは次の諸点です。
❶トンネル工事は昼夜2交代制の就業です。昼勤（昼方）および夜勤（夜方）の就業時間が黒塗りで明らかにされていません。労働時間を「企業秘密」とする合理性はありません。事実、口頭では、一次業者の佐々木建設（株）は昼勤が7：00～17：00、夜勤が19：00～5：00までと明らかにしました。
　補足説明（整理番号6の１）では、①「作業時間が10時間を超えているのは、朝夕礼・作業打ち合わせ・準備・片づけ等の時間が含まれている。坑内労働時間は9時間程度となっている」「坑内労働は10時間までと繰り返し教育と管理を行っている」としています。ここでは、「拘束時間と労働時間のあいまいさ」と「恒常的な坑内10時間労働の実態」を自らか確認するものとなっています。トンネル坑夫は「11時間拘束の10時間労働」のもとにあることが、建交労の基本的な認識です。
「１日8時間、週40時間（週5日）」[footnoteRef:14]は「なくせじん肺全国キャラバン」の「提言」の第1番目の要求なのです。 [14:  2007年6月18日の「トンネルじん肺防止対策に関する合意書」では国が「労働基準法第32条を踏まえ、土木工事積算基準を見直す」ことが約束され、2008年10月からは積算基準が「1日8時間、週40時間」に改定されています。発注者は「8時間労働」を前提にして積算しています。これを受けて、後は発注者が8時間労働に規制するのか、基準行政が「脱法」に対し「行政指導」を行うのか、さらに受注ゼンコンが「遵法精神」にもとづき変えるのか、正面から問われている現状にあります。
] 

❷トンネルの掘削作業は出来高給[footnoteRef:15]で行われていることです。この点は別に検討します。 [15:  出来高賃金の本質については「出来高賃金は時間賃金の転化形態」であり、「労働強化と労働日の延長を自動的に行わせる」「資本主義的生産様式にもっともふさわしい賃金形態である」「労働の生産性の変動につれて出来高賃金も変動する」等が指摘されています。（「資本論」第19章）] 


➌坑夫の賃金は、いわゆる「裸賃金」です。掘削作業は2年3カ月の雇用期間ですが、その間、昇給及び夏冬の一時金、燃料手当、家族手当等の支給がまったく記載されていません。「ない」ということだと思います。「ない」のが、佐々木建設（株）のすべての社員なのか、坑夫だけなのか、やはり就業規則の検討が必要になります。

➍有給休暇、忌引き等の特別休暇についても記載されていません。これも➌と同様です。

3． 今回の調査では、就業規則の提出を求めていませんが、事前入手と検討がベターです。こ
の時、就業規則の性格を認識しておくことが必要です。
第一は、就業規則は「職場の憲法」[footnoteRef:16]であることです。労働契約はすべて就業規則に包含されています。就業規則の改善は労働組合の要である労働協約闘争はと同じ意義をもっています。 [16:  就業規則は使用者が一方的に制定するので法規範的効力を認められないという説の一方、判例は「実質的に法規」説が多数となっています。就業規則は労働者を絶対的に拘束しているのが現実です。
] 

第二は、「常時10人以上の労働者を使用する使用者の作成義務」と「各事業所別にそれぞれ作成されることが原則」であることの実際です。すなわち、私たちが調査対象としているのは、トンネル工事という多数の労働者が働いている事業所であり、しかも重層的下請構造にあり、「元請→下請→孫請→（「片班」）」の構図です。一次、二次の下請がそれぞれ就業規則を定めているとすれば、労務管理を「下請まかせ」にしている元請責任に関わります。
就業規則の分析、さらに改定闘争は労働組合の重要な任務なのです。

　残業が「工期短縮のために必要」は〝脱法〝である

❶「時間外労働・休日労働に関する協定届」（36協定）は整理番号5です。1次業者の佐々木建設（株）が「工期の短縮」を「時間外労働をさせる必要のある具体的事由」として名寄労働基準監督署に届け出ています。1年単位の変形労働時間制（2014．4.1～2015．3.31）により30人がトンネル工事及び付帯工事に従事するという届けです。この中で、所定労働時間と延長することができる時間（1日、1ヵ月、1年）のいずれもが黒塗りです。ただし、「坑内作業の延長は2時間以内」としています。さらに、所定休日は毎週日曜日、第2・4土曜日ですが、「1の方」、「2の方」[footnoteRef:17]の始業及び終業の時刻も黒塗りです。いったい何を「心配」し、労働時間をあえて黒塗りにしているのでしょうか。 [17:  雇用契約書では「昼勤」「夜勤」、「3・6協定」では「1の方」「2の方」と表現されています。
] 

➋この「協定届」については、「工期短縮」を時間外労働の理由として認めている基準行政の在り方が問われています。
第一は、厚生労働省の「時間外労働の限度に関する基準」そのものが問題です。すなわち、限度時間を「1年単位の変形労働時間制では最も長い場合でも320時間を超えない」と規制する一方、「工作物の建設等の事業」は延長時間の限度が適用されない[footnoteRef:18]としているからです。 [18:  この意味は「320時間以上、延長しても良い」という青天井を許すものです。「基準」では「自動車運転の業務」「新技術、新商品の研究開発の業務」も適用除外です。建交労は、自動車、トンネル、鉄道など多くの適用除外労働者を抱える労働組合といえます。
] 

第二は、「特別条項付き協定」[footnoteRef:19]の規制の考え方に反していることです。平成22年4月1日から「協定」が変わっていますが、ここではあらためて時間外労働は「臨時的なもの」とされ、「一時的」または「突発的」に行わせるものであり、「1年の半分を超えないことが見込まれるもの」とされています。そして「臨時的と認められる」ものと「認められないもの」が例示されていますが、「音中トンネル」の「工期短縮」の事由は明らかに不可[footnoteRef:20]です。 [19:  「時間外労働の限度に関する基準」において特別な事情の場合、時間外割増率を引き上げるなどで特別に時間外労働を認める制度です。リーフレットによる運用例は、「一定期間の延長時間は、1ヵ月45時間とする。ただし、通常の生産量を大幅に超える受注が集中し、特に納期がひっ迫した時は、労使の協議を経て、6回を限度として、1ヵ月60時間までこれを延長することができる。なお、延長時間が1ヵ月45時間を超えた場合は割増賃金率は30％とする」というものです。「工作物」とは何かなど、整理が必要です。
]  [20:  「不可」は私の判断！「臨時的」と認められるもの」は、「予算・決算業務」「ボーナス商戦に伴う業務の多忙」「納期のひっ迫」「大規模なクレームへの対応」「機械のトラブルへの対応」が例示され、「臨時的と認められないもの」として「（特に事由を限定せず）業務の都合上必要なとき」「（特に事由を限定せず）業務上やむをえないとき」「（特に事由を限定せず）業務多忙なとき」「使用者が必要と認めるとき」「年間を通じて適用されることが明らかな事由」を上げています。「恒常的な時間外労働」は、説明が不可能な「脱法」状態なのです。
] 

そもそも労働基準法は、「36協定」における「協定時間延長」を命令で制限しています。その理由は「労使の協定という方法によるだけに、その時間外労働は無制限といわぬまでも、労働者の健康を無視した程度にまで行われる可能性があるので、労働者保護の観点から、協定によるといえども、制限・禁止が設けられる」[footnoteRef:21]ということです。「坑内労働[footnoteRef:22]その他労基則で定める健康上特に有害業務は2時間を超えてはならない」ということですが、「2時間までは良い」と強弁するゼネコンのやり方は、それ自体が「時短」に逆行し、「脱法」といわなければなりません。 [21:  注１3の「労働基準法改訂版」に同じ。 
]  [22:  坑内の定義が問題！「トンネルは貫通するので坑内ではない」との国の言い分にはみんなが呆れます。
] 


　トンネル坑夫の「働き方」とその意識について

　今回の検討にあたり、建交労の坑夫の組合員にしつこくヒアリング[footnoteRef:23]を行いました。昔の話だけでなく、現在に近い話に心がけました。問題意識はトンネル工事が、「請負」と呼ばれる「出来高給」で行われている実態の把握でした。そして、それが労働者にも「受け入れ」られている背景の理解でした。「坑夫アンケート」では坑夫意識の一端もうかがえます。いまだ不十分ですが、以下、私が認識したポイントです。 [23:  大成建設の「大世話役」のAさんの話と札幌労災支部と函館支部の坑夫組合員の話が、炭鉱との共通点も含　
め貴重でした。
] 


①　Aさんは、大成建設の下請会社のもとで「大世話役」として「A班」を率いてトンネル工事に長年従事してきました。法的には下請会社の社員であり、税・社会保険料が控除されています。
「大世話役」とは、工事が終わる頃になると、数社の下請から「声」がかかり、条件を見極めながら、「同僚」とともに全国を渡り歩くトンネル労働者の「親方」です。Aさんは、全国に100人近くの「同僚」との連絡網を保ってきたといいます。
私の受け止めは「トンネル坑夫という高度な技術を有する人たちが『組』をつくり、工事期間中、『大世話役』を『親方』として、まるごと下請会社に雇用される実態的には『ひ孫請』の存在」というものです。法人格をもたない「組」ですが、長年の慣行により、「坑夫の世界」が形づくられ、「定着」を感じました。

②　Aさんが新たなトンネル現場を見極める場合、その条件の一番は年3回（正月、お盆、ゴールデンウイーク）の帰郷旅費の支給であり、二番目は機械の故障など「請負にならない時」の常用単価（12,000円～15,000円）であり、三番目が、ゼネコンが示す「メーターいくら」の「請負単価」だったといいます。
「請負単価」の根拠、妥当性は自分には経験的にしか判断できず、大手ゼネコン各社が「協定」し、相場を決めているといいます。いつも下請会社の「一方的な提示」だったそうです。なお、地山によって工事の難易度が違うので、「地質学」を勉強し、自分は地山がわかると述べました。
「A班」の「請負単価」の最高額は青函トンネル工事の「メーター100万円」[footnoteRef:24]だったそうです。 [24:  「メーター幾ら」の表現は精査が必要かも知れません。（ryo）
] 

　その後のヒアリングでは、地山の状態（＝岩質）は支保工の「H鋼の太さ」や「建てる間隔（タイロット）」など施工速度に大きく関係し、出来高に直結していることが理解できました。すなわち、支保工なしで施工できる地山はAとかBとして区分し、それがさらにもA1～A3などに分かれ、証言者はC、Dまで聞いたことがあり、十数段階の「複雑さ」があるといいます。なお、坑夫はこの違いを理解でき、「カネになるかどうか」を判断するといいます。
　また、「請負単価」について、例えば片班5人で一人が1日、平均３万円の出来高給になるためには、1クール7.5万円、1日2クールが自らの目標ですから、15万円の出来高の必要があります。このように地山の状態により、8万円とか、9万円とかを決めるのだといいます。つまり、「1クール幾ら」がトンネル工事請負の「肝」ということが、私の理解の到達点です。そして、ここから先は、発注者の積算と「歩掛り」[footnoteRef:25]やゼネコンと下請会社の「やり方」を知る必要があると考えています。 [25:  「歩掛り」とは予定価格の算出のための単位あたりの標準作業量のことです。例えば土木工事では１m四方の穴を人力で掘る場合に3人で6時間かかるとする。3×6=のべ18時間。１日の労働時間を8時間として18／8＝2.25となる。これを普通作業員2.25人工（にんく）という言い方をします。

] 

③　「片班」とよばれるA班の構成人数は、最低が5人で通常は7人でした。構成は「大世話役」といわれる「先山」と「二番山」あとは「みんな一緒だ（同格）」といいます。
音中トンネルの佐々木建設（株）の場合は、呼び名は不明ですが給与表を見ると、4人が同格の掘削坑夫、3人がそれ以外のずり運搬工などで「7人体制」と推測できます。
　なお、個々人の単価は、「出来高総額」を稼働人数で割り、「出来高単価」を算出し、「先山１．２、中間１．１、後山１．０、運搬0.8」の比率で「分ける」方法で決まります。これは炭鉱に準じています。坑夫たちは、この「システム」に合理性を見ているように思います。
坑夫に対する賃金支払いは、下請会社が一般社員に支払うのと同様に支給日に振り込まれます。「大世話役」の手は通りません。「大世話役」は、仲間内で決められた「出来高単価」と配分比率を下請会社に「通知」し、会社が出来高給と残業計算を行い、諸控除の事務作業を行っているといえます。「大世話役」の「うまみ」と「リスク」等は、後日、あらためてのヒアリングとなっています。
　なお、Aさんは、常用単価はこの間、引き下げられているといい、音中トンネルの11,000円の常用単価に驚きはありませんでした。

④　調査団は音中トンネルの坑夫から話を聞けないことを想定し、「アンケート用紙」20枚、会社を通じて配布しました。後日、郵送で7通が回答されました。
　・年齢は30歳代2名、40歳代4名、50歳代1名です。
　・出身地は全員が北海道です。
　・仕事内容は、掘削坑夫と後向坑夫で聞きましたが、全員が掘削坑夫と答えています。
　・経験年数と「何歳で入職か」との問いには、20代前半が2人、20代後半が3人、37歳が1人、答えなしが1人でした。経験年数は10年～27年であり、平均22年です。
　・コントラファンは「正常」「ほぼ正常」「風力が弱い」の3択に全員が正常と答えています。
　・粉じんが一番気になる作業は、吹付けが5人、ずり出しが1人でした。「掘削」、「ダンプの出入り」の回答はありませんでした
  ・粉じん測定場所の「適所」は前述しました。なお、「携帯用の粉じん測定器を使用して自分の周囲で測定」の選択はありませんでした。
　・「決められた作業時間は」の問いに対しては、全員が8時間と答えています。
　・「残業など長い時は？」の問いに対しては、2時間との回答が5人（うち3人は付かくらいと回答）、1時間との回答が1人、答えなしが1人でした。
　・「じん肺」「難聴」「振動障害」の自覚症状と「管理区分」の問いには、7人のうち、2人が「ときどき手や腕が痛い・しびれる」と答えています。
　・自由記載欄には1人が「税金が高い。生活できない。高速道路の料金が高くなった」と書いています。
　以上ですが、この結果に対する評価はまだ聞いていません。
⑤　ヒアリングを通じて実感したのは、坑夫の世界の「特殊性」でした。それは、各人が坑夫仲間に誘い、誘われて「入職」する経緯や賃金配分に代表される「組」作業の一体性の強さです。坑夫は1人が病欠しても、残りの体制で不思議に「1日の工程」が進むと口々にといいます。
技術・技能の修得は現場で働きながら、先輩から叩き上げられる「伝授」であり、現在の坑夫は先端技術の重機を自由に操作しているオペレーターといえます。なお、下請の中には、資格取得の研修の便宜をはかることもあるようです。
　他方、労働条件に対する意識は、「坑夫の世界」そのものでした。Aさんは、「3・6協定」の労働者代表にも署名してきたそうです。
Aさんの言い方では、「坑夫の仕事は、昼夜二交代。工期がなければ三交代もやってきた」「昼夜とも6時から6時が基本の請負の世界だ」「出来高がすべてであり、ほんらいは8時間労働とか、残業の考え方[footnoteRef:26]はない。監督署がうるさいので出来高給を8時間と残業にわけて給料袋に書いているだけだ」というものでした。 [26:  私の経験では、請負給の時間外割増（残業代）が「1.25」ではなく「0.25」で計算されることを知っていた坑夫は皆無でした。
] 

Aさんは、請負では「『小回り』もあり、作業がはかどらなければ『残業』は当然である。それが請負なのだ」と繰り返し、述べました。
こうした認識は、「みんな同じだ」という「後山」の坑夫にも共通しています。「昼夜2交代」で働き、その時の「出来高単価」が最大の関心であり、その高低により働く現場を決めているからです。残業代は「11時間拘束、10時間労働」の結果なのです。つまり、出来高給からは「残業代で稼ぎを増やす」という考えが生まれないのです。したがって「サービス残業」である「面交代（つらこうたい）」は主要な問題にならず、出来高分の残業代が定額給と異なり、「0.25」で計算されている違いが問題になって来なかったのです。
トンネルじん肺根絶裁判の船山友衛団長が「トンネル現場に労働組合はできない」といわれる意味[footnoteRef:27]が分かるような気がします。 [27:  あらためて「炭鉱」「鉱山」の生産構造と労務管理についてトンネルの共通点とその違いの再学習が必要と感じています。] 


坑夫の賃金についての検討事項

１．　今回の調査に対し、ＪＶは1次業者の佐々木建設（株）の2014年7月分の「賃金支払い報告書」とその「その補足明細書」を提出してきました。プライバシー上、名前は伏せられています。補足説明により次の諸点が明らかになりました。
1 トンネル切羽掘削は出来高給で行っていること。
2 7月25日からは、掘削以外の作業であったこと。
3 労働日数の短縮のため、土曜日の夜勤は行っていないこと。
4 遠隔地帰宅のため毎月3連休を導入していること。
5 各月の労働日数は21日～23日程度であること。
２．　「音中トンネル」の1次業者、佐々木建設（株）が提出してきた「給与明細書」はわかりづらく、読み解けません。控除額等も記されている各人の「給与明細書」があれば「白黒」がつくと思いますので、その「入手」の努力と、さらに「基準行政」との読み解き協議を準備しています。

３．　佐々木建設（株）の賃金を読み解くために、同業他社の給与明細を検証し、時間外手当（残業代）の計算が「法令通り」であることを確認します。

❶〔表5〕のⅩさん。「定額給」と「請負給」の２パターンで働いています。60歳。トンネル特殊工でゼネコンは大成建設です。

	〔表5〕　平成22年3月時点。請負はアプローチ坑道掘削、常用は換気設備移動

	実労働時間
	左のうち
	賃金

	合計
	所定
	時外
	深夜
	休日
	基本給
	請負給
	時間外
	深夜
	合計

	9.5
	7.5
	2．0
	6．0
	0.0
	
	28,000
	1,474
	4,422
	33,896

	9.5
	7.5
	2.0
	0.0
	0.0
	16,000
	
	5,334
	
	21,334

	197.5
	157.5
	40．0
	72.0
	0.0
	32,000
	493,000
	31,289
	50,691
	606,980


（二重線以下は、月間の合計です。以下同じ）
定額給と請負給における割増賃金の計算方式は違います。
定額給（日額所定、常用雇用）の場合は、「基本給の1時間分×時間数×1.25＝」です。
請負給の割増賃金は、「基本賃金×時間数×0.25＝」[footnoteRef:28]です。 [28:  「その賃金算定期間における賃金総額を総労働時間数で除してできた金額に時間外数を乗じた金額の2割5分を支払うことになる」「これは低額給の場合と異なり、すでにその10割が支払われていることになるからである」（「詳細法学便覧　労働基準法改訂版」評論社、昭和36年版、司法試験の問題になっていました）
] 

請負　時間外　28,000円÷9.5＝2947円　2,947円×0.25＝737円　737円×２＝1,474円
深夜737円×6＝4,422円
常用　時間外　16,000円÷7.5＝2,133円　2,133円×1，25＝2,667円　2,667円×2＝5,334　
　　　円
Ⅹさんの割増賃金は法令通りです。なお、3月の賃金総額は606,980円（21日稼働）でしたが
控除総額は100,966円で差引き支給額は506,014円でした。

➋〔表6〕はＹさん。１日17,250 円の定額給です。63歳、作業長です。月の総額で537,625円となっています。注目点は、定額給でも後述の「設計労務単価」に近ければ、残業を加え、50万円水準となっていることです。
	〔表6〕　機電管理、DIインバート工、覆工打設、排水は常用。平成24年１月時点

	労働時間
	賃金

	合計
	所定
	時外
	深夜
	休日
	基本給
	請負給
	時間外
	深夜
	合計

	9.5
	7.5
	2．0
	
	
	17,250
	
	5,750
	
	23,000

	223.0
	180.0
	43.0
	
	
	414,000
	
	123,625
	
	537,625


・常用　17,250円÷7.5＝2,300円  2,300円×1.25＝2,875円　2,875円×2＝5,750円
➌〔表７〕はＺさん。初めて見る給与明細書でした。「能率（請負）給」「職務手当」の記載欄がありますが、「職務手当」は実際には支給されていません。2013年03月の「北薩さつま」の賃金日計表す。
	〔表7〕　常用基本給は12,000円。稼働日数は21日です。

	労働時間
	賃金

	労働時間
	普通残業
	深夜残業
	基本給
	能率給
（職務手当）
	普通残業
手当
	深夜残業
手当
	日給金額

	８
	1
	6
	12,000
	7,348
	3,024
	3,628
	26,000

	168
	21
	60
	252,000
	181,147
	67,694
	35,659
	536,500


この賃金体系の特徴は、1日の賃金が「基本給＋能率給」であることです。「能率給」はカッコで「請負」と書かれています。すなわち、賃金の基本がトンネル坑夫の常識である「請負給」ではなく、1ヵ月のすべての日が能率給額は違いますが、「基本給＋能率（請負）給」の形態です。
・基本給－これはすぐ読み解けます。12,000円×21＝252,000円　
・能率（請負）給－この読み解きは苦労しました。2,000円(基本給)1＋7,348円(能率給)＝19,348円。この金額を8時間で割ると2,419円を残業の基本単価としています。（この違法性は不知です）
普通残業は2,419円×1.25＝3,024円
　深夜残業は2,419円×0.25＝605円　605円×6時間＝3,628円

➍〔表8〕には、1次業者、佐々木建設（株）の7月の稼働日のうち「①の明細書です」におけるパターンの異なる4ケースを抜き書きしています。整理番号6の2が原本の写しです。
結論を先取りすると、支払い総額922,167円の信頼性が揺らいでくるということです。
	〔表8〕　坑夫Aの7月2日（夜勤）、7月7日（昼勤）、7月26日（昼勤、常用）、7月28日（夜勤、常用）の賃金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	労働時間
	賃金（円）
	

	
	所定
	早残
	深夜
	日額
所定
	普通
残業
	深夜
残業
	出来高給
	出来高残業
	出来高深夜
	合計

	2
	8
	2
	6
	
	
	
	33,880
	8,470
	5,082
	47,432

	7
	8
	2
	
	
	
	
	35,820
	8,955
	
	44,775

	26
	8
	1
	
	11,000
	21,000
	
	
	
	
	32,000

	28
	8
	2
	6
	11,000
	20,936
	2,064
	
	
	
	34,000

	計
	184
	42.5
	65.0
	66,000
	114,088
	7,912
	502,500
	125,625
	32,154
	922,167


「法令通り」を確認してきた時間外手当の「方程式」により、ケースごとに試算しています。
・2日－出来高給が33,880円なので所定8時間で割ると、時間単価は4,235円です。出来高給の割増率は0.25なので割増単価は1,059円となります。2時間残業なので出来高残業は2,118円となるはずです。8,470円の記載は4,235円×2＝という計算だと思われます。
なお、深夜残業は1059円×6＝6,354円ですが、これは記載額5,082円と違います。
・7日－2日と同様に請負給です。35,820円÷8＝4,478円　4,478円×0.25＝1,119円　1,119円×2＝2,239円。記載は8,955円であり、これも違います。
・26日－常用が11,000円で残業が1時間で21,000円となっています。11,000÷8＝1,375円。
1,375円×1.25＝1,718円。1,718円が残業代のはずですが、普通残業が1時間で21,000円は「怪」です。
・28日－普通残業が26日は1時間で21,000でしたが、28日は2時間で20,936円となっています。残業時間が短いのに、残業代が高い‥もう「奇怪」です。
深夜残業は1,718円×6＝10,308円のはずが、2,067円です。

４．　国の設計労務単価と「実勢賃金」の関係です。音中トンネルの坑夫の賃金は、これは他のトンネル坑夫にも通じますが、国の設計労務単価との関係であらためて問題整理が必要なことを示しています。

第一は、設計労務単価と実勢常用単価のいちじるしいかい離を発注者とゼネコンはどう考え、どう是正するのか、という問題です。
	〔表9〕　道内のトンネル労働者の設計単価と「音中」の実勢賃金

	
	①日額
	②21日稼働
	③2時間残業
（時間単価×2）
	④2時間残業（21日稼働）
	②＋④

	トンネル世話役
	26,900
	564,900
	8,406
	176,526
	741,426

	トンネル特殊工
	24,000
	504,000
	7,500
	157,500
	661,500

	トンネル作業員
	20,000
	420,000
	6,250
	131,250
	551,250

	「音中」の常用
	11,000
	231,000
	2,750
	57,750
	288,750

	表8の「音中」の請負
	
	（23日）
	（早残42.5、深夜65.0）
	922,169


最初に〔表9〕で道内のトンネル坑夫の設計労務単価と音中トンネルの常用単価を比較しています。現在の単価（8時間、北海道）[footnoteRef:29]は2014年2月から適用され、トンネル世話役26,900円、トンネル特殊工24,000円、トンネル作業員20,000円です。試算は残業なしの8時間の場合と2時間残業の場合の1か月分です。 [29:  国土交通省のＨＰ。各県別に決められています。
] 

常用単価は説明の必要がないほど、最低額のトンネル作業員で見ると「20,000円」と「11,000円」といちじるしいかい離です。
現在、建設関係の労働組合は、「設計労務単価にもとづく適正賃金」の支払いを求めています。すなわち、積算されている単価に比べ、もらう賃金が低く、かい離があり、「ピンハネ」がひど過ぎるということです。常用で言えば、音中トンネルもこの点は共通です。
とろが、他方、設計労務単価の2時間残業の請負で見ると、トンネル作業員は「551,250円」の稼ぎのはずですが、音中トンネルは請負なので「922,169円」となっています。すなわち、積算されている予算以上の賃金を支払っていることになります。この「善意」の解明がポイントです。

第二は、この間の国の設計労務単価の引上げが、賃金に「反映しない」[footnoteRef:30]という問題です。 [30:  「坑夫」の賃金は「一つの工事期間中に上がることはない」と証言されています。どんな場合に賃金があがるのかなどヒアリングが不十分です。
] 

音中トンネルの契約金額は、前述のように55億3350万円でしたが、3回契約変更が行われ、現在は79億9606万円です。完成時にもう1回、「調整」で上がります。
見逃せないのは、この変更には、この間の国土交通省の2回の労務単価の引上げ分[footnoteRef:31]が契約済みの工事に対しても「後追い」ですが、支払われているということです。こうなると論理上は「請負単価」と「常用単価」の両方の改定、もしくは「一時金」支給が行われなければ、政府が「鳴り物入り」で進めている賃金引き上げの政策効果を説明することができません。 [31:  「含まれている」ことは、道開発局道路管理課から確認しました。
第1回2013年4月、全職種平均で15.1％の引上げ。（金額では1日8時間で平均15,175円となる）
　 第2回2014年2月に前倒し。全職種平均で7.1％の引上げ。（同、平均16,190円となる）
] 

　
第三は、請負の出来高給をめぐる「神秘性」[footnoteRef:32]です。「予算単価以上に賃金が支払われる」という「あり得ない」があり、他方、坑夫たちには「請負は常用よりカネになる」とする「信仰」が存在しています。組合役員の坑夫は、「発注者が積算している人数よりも、実際は少ない人数で作業を行い、しかも残業で効率を上げ、儲けているのではないだろうか」と推測し、それなら「ありかも」といいました。 [32:  賃金には「『労働力の価値』を表す実体的な側面と搾取を隠ぺいする不合理な現象形態の側面」の両面がある。「出来高賃銀では、労働者が熱心働いて、出来高を上げれば上げるほど、それに応じて賃銀が増えます。‥しかし、増やせば増やすほど剰余価値がひとりでに増える仕組み‥資本家にとっては、労働者を監督したり、労務管理をしたりせずとも、労働者が自ら労働の強度を挙げたり、長時間働かざるをえなくなる」（友寄英隆「あなたと学ぶ『資本論』」月刊学習1999.6）
] 

トンネル坑夫の出来高給について、どう社会科学的に理解し、説明するのかが問われます。しかも坑夫の「あぁ、そうなんだ」との納得を得られなければ、事はすすみません。トンネル建設業界の「支配と搾取」の構造の検証ですが、これは相当な「力仕事」です。しかし、やはり労働組合が迫っていかなければなりません。
今回の調査とヒアリングからは「施工台帳の分析」と「歩掛り」[footnoteRef:33]の実際という示唆をえました。全国の英知の結集と若い活動家みなさんの今後の奮闘を期待しているところです。 [33:  注25に同じ。「歩掛り」とは予定価格の算出のための単位あたりの標準作業量のことです

] 

2014．10.28









　整理番号１ 　　清水・伊藤・岩倉特定工事企業体の音中トンネル工事施工体系図
（縮小しているのでイメージとして見てください。1次業者、2次業者は〔表1〕に抜書きしています）
	トンネル掘削工
	会社名
	山崎建設（株）
	
	支保工　覆工　　  　インバート工
	会社名
	佐々木建設（株）

	
	工事内容
	トンネル掘削工
	
	
	工事内容
	支保工・インバート工・覆工

	
	安全衛生責任者
	和賀秀徳
	
	
	安全衛生責任者
	上野智之

	
	主任技術者
	同上
	
	
	主任技術者
	同上

	
	専門技術官
　担当技術内容
	
	
	
	専門技術官　
担当技術内容
	

	工期　　自　平成24年9月18日
至　平成27年12月15日
	
	工期　　自　平成24年9月23日
至　平成27年4月30日


[image: C:\Users\ryo-sato\Desktop\2014-10-02\005.jpg][image: C:\Users\ryo-sato\Desktop\2014-10-02 施工体系図２\施工体系図２ 001.jpg]終点側
（中川町）
起点側続き

　　起点側
（音威子府村）


　　整理番号4　　　1次業者の佐々木建設（株）の労働契約書
[image: C:\Users\ryo-sato\Desktop\2014-10-02 労働契約書\労働契約書 001.jpg]
　整理番号の5　　　「3・6協定」の協定届（1次業者、佐々木建設株式会社）
[image: C:\Users\ryo-sato\Desktop\2014-10-02\001.jpg]　　整理番号の6の１　　　賃金等の補足説明書　（後日、提出された追加資料）　
[image: C:\Users\ryo-sato\Desktop\2014-10-02 濃い補足説明\濃い補足説明 001.jpg]

　整理番号の6の2　　　稼働4ケースの給与明細の4ケース　　①）の明細書です。
[image: C:\Users\ryo-sato\Desktop\2014-10-02 補足説明１\補足説明１ 001.jpg]
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